
出資法人等経営状況報告書

1 作成年月日及び担当部署

作成年月日 令不日3年 8月 24日 担 当部署
|

農林水産部 農政課

※以下は令和 3年 3月 31日 現在の内容です。

2 法人等の概要

3 役員数
(単位 :人 )

人 )

法 人 名 公益財団法人 浦川原農業振興公社

代 表 者

理事長 西山 知太郎

■ 常 勤   □ 非常勤 ■ プロパー  国 市兼務  □ その他

所 在 地 新潟県上越市浦)II原区顕聖寺 382番地 1

設立年月日 平成 5年 3月 19日

基 本 金 40,500千円 市出捐割合 98.8%

設 立 目的

上越市浦川原区における農業の担い手育成、農作業の支援等を行うことにより、中

山間地域の農業生産の維持並びに農地の効率的利用を図り、もつて地域農業の振興に

寄与することを目的とする。

主な事業

(1)高齢農家や兼業農家の農作業を支援する事業

修)高齢農家や兼業農家の農地の管理耕作を通じて農地の保全を行 う事業
俗)地域の担い手育成を図るため、農業から撤退する農家の農地利用調整を行
う事業

像)中山間地域等直接支払制度等による地域マネジメント活動への支援事業
傷)地域づくり活動や交流活動への参加による地域振興に貢献する事業
俗)公共施設等維持管理事業

常勤 非常勤 計
内訳

プロパー 市兼務 その他

理事 1 6 7 7 0 0

監事 0 2 2 2 0 0

計 1 8 9 9 0 0

内訳
計

プロパエ 市兼務

正社員 2 2 0

その他 1 1 0

3 3 0計

4 職員数
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5 事業実績 (概要)

令和 2年 3月 に加工部門を譲渡したことに伴い、事業収益は前期比 21,768千円減 (32.8%減 )

の 44,691千 円、雑収益は 5,309千円減 (89.写 %減)の 644千円と大きく減少した。その結果、経

常収益は前期比 28,559千円減 (35.9%減 )の 50,996千円となった。

また、経常費用については、加工部門の譲渡による人件費等の減少が影響し、前期比 25,389

千円減 (31.9%減)の 54,121千円となった。

この結果、当期一般正味財産増減額は、△3,779千円となり、最終的に正味財産は前期比 3,965

千円減の 70,289千円となった。

O農作業支援事業

・基幹農作業受託事業

農業従事者の高齢化による労働力不足や農業機械への過剰投資を抑制 し農業生産の維持向上

を図るため、基幹農作業を受託し農作業支援を行つた。  ,

※ 担い手等への再委託分含む。
・地域農業活性化事業

農業従事者の高齢化や後継者不足による耕作放棄地の発生防止を図るため、担い手への農地

集積を推進するとともに(受け手がない農地については公社自らが担い手となり管理耕作し

た。

項 目 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度

借入面積 97.4ha 94.8ha 55.5ha

公社耕作面積

(水稲作付面積)

21.3ha

(17.9ha)

21.8ha

(17.4ha)

19.8ha

(15。 4ha)

水稲収穫量

(10a当 たり収量)

82t

(7.6俵 )

90t

(8.7俵 )

74t

(8.1俵 )

○公共施設等維持管理事業

公園や駅舎等の管理、市道や林道の草刈りと側溝掃除

O育苗センター事業

農協からの委託による。

O地域マネジメント組織の事務を支援

集落を超えて連携し地域の課題に取り組む浦川原区農業振興会の事務局を担った。

平成 30年度 令和元年度 令和 2年度
項 目

受託面積 受話面積 受託面積

耕 うん 4.6 ha 3。 9 ha 2,7 ha

代かき 4.2 ha 3.6 ha 3.2 ha

田植 5,2 ha 2.5 ha 3.O ha

刈取 10.2 ha 7.7 ha 8.6 ha

17,7 ha延べ面積 24.2 ha 17.5 ha

項 目 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度

播種枚数 41,500本文 39,000 本文 39,000 ん筵
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項  目
平成 30年度

自 平成 30年 4月 1日

至 平成 31年 3月 31日

平成 31年度  ‐

自 平成 31年 4月 1日

至 令和 2年 3月 31日

令和 2年度
自 令和 2年 4月 1日

至 令和 3年 3月 31日

正
味
財
産
増
減
計
算
書

=般正味財産増減の部

79,972 79,555 50,996

4 4 4

0 0 0

0 0 0

67,010 66,458 44,691

10,832 7,139 5 657

2,125 5,953 644

80,996 79,511 54,121

77,829 75,878 50,653

3,167 3,633 3,468

△ 1,024 44 △ 3,126

100 118 59

0 706 0

100 △ 588 59

△ 924 △ 544 △ 3,067

784 235 712

△ 1,708 △ 779 △ 3,779

35,060 33,352 32,573

33,352 32,573 28,794

指定正味財産増減の部

239 604 △ 186

40,837 41,076 41,680

41,076 41,680 41,494

正味財産期末残高 74,428 74,253 70,289

項  目 平成3r年 3月 31日現在 令和 2年 3月 31日 現在 令和 3年 3月 31日 現在

貸
借
対
照
表

資 産 86,988 79,645 71,924

負 債 121560 5,391 1,635

正味財産 74,428 74,253 70,289

41,076 41,680 41,494

33,352 32,573 28,794

6 財務状況 (税抜)
(単位 :千円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結
果と一致しない場合があります。
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7 市からの財政支い等
但)委託額 (税込)

121 財政援助額 (税込)

8 今後の経営計画等
位)次期事業計画

内訳 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 備考

① 公園等管理委託料 2,898 2,517 2,491

② 市道、林道車刈料 2,224 2 455 2,382

③

④

⑤

計 5,117 4,972 4,873

(単位 :千円)

(単位 :千円)

内訳 平成80年度 令和元年度 令和 2年度 備考

① 補助金 (助成金 ) 1,020 1,350 1,350

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 ( ) 0 0 0

計 1,020 1 350 1,350

米の品質低下や米価下落など経営環境が厳しさを増す中で、公益財団法人として「定款」に掲

げる理念や規程に従つて、着実にその責務を果たし、地域の期待と信頼に応えていくものとする。

項   目 令和 3年度計画 令和 2年度実績

農作業支援事業 (基幹農作業受託事業) 17.lha 17.5ha

地域農業活性化事業 (公社耕作面積) 21.5ha 19.8ha

公共施設等維持管理事業 公園、駅舎等管理、市道、林道の草刈

育苗センター事業 農協からの受託事業

12)中長期経営計画

な し
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9 令和 3年度 経営状況の分析・評価
(1)第ニセクター等の経営状況の分析 B評価のフローチヤー ト

※「第ニセクター等に対する関与方針」から抜粋

D
債務超過に陥つている、又は、資本金の 50%を超え

る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか

↓いいえ

C 3期連続の赤字であるか

↓いいえ

B 法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか

′まい

第ニセクター等評価

委員会に見解を求め

る

は い

→

イまい

↓いいえ

A 現状では、当該法人の経営状況に問題 (課題)な し

フローチャー トによる評価 C

【特記事項】

4年連続で正味財産が減少しているため、C評価となった。

→ Bか らD評価の法人は12)ヘ

非営利法人においては、累積欠損金という概念がないため、初期の正味財産に対する減

少分を累積欠損金と読み替える。
「3期連続の赤宇」の判断においては、「当期一般正味財産増減高」と「当期指定正味
財産増減高」の合計がマイナスとなる場合は、赤字と読み替える。
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フローチャー トによる評価基準 備考

A 経営状況に問題 (課題)な し 引き続き経営努力を行 う

B 法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、第ニセクタ
ー等評価委員会に見解を求める

C 当期純利益が 3期連続の単年度赤字である

D 債務超
過

資本金の
に陥つている、又は、
50%を超える累積欠損金がある



(2}令和 3年度 第ニセクター等評価委員会の分析 B評価

(3)分析 口評価結果を受けての対応方針

第ニセタター等評価委員会の評価

■ 課題あり

□ 課題なし

第ニセクター等評価委員会の分析

【上記評価の理由】

① 米政策の構造的な制約もあるため、自助努力だけでの黒字化は相当に難しいが、黒宇化
を求めるならば、売上に見合つた費用構造を作る必要があると

② 加工部門の売去口により、他の部門や補助金などの収益に影響があるか検証が必要であ
り、それに伴い経費も見直す必要がある。

③ 運営費補助があることから、給与額が適正なのか精査する必要がある。
(他公社及び同業他社 (米農家等)の平均年収と比較して、差異を測る必要がある。)

【その他指摘事項等】

④ 優先すべき事項は、当公社の黒宇化なのか、当公社が赤字であつても農地を守るがきな
わかを関係者間で整理すべき。

⑤ 一義的には、援助に頼らない自立的経営を当公社に求めるべき。しかし、中山間地の農
地をどうすべきか、その中で当公社に求める役割は何かなど、一段階上の議論を進めてい

くべき。

⑥ 公社の将来像を見据え、中長期の経営計画を策定し、定めた方向性や日標数値に対する
進捗確認をすべき。

第ニセクターによる対応方針

①②③⑥ 収入増が見込めるコメ品種の作付けや理事報酬の削減等、これまでも収入増加と
経費削減に芳めており、経営改善に向けた取組を今後も継続する。

本年度、市担当課の協力を得て、中期経営計画を策定する予定であり、加工部門

譲渡による影響や給与額の精査、費用構造の確認など指摘のあつた視点でも検討を

行い、作成を進める。

市担当部署による対応方針

③ 給与額については、運営費補助の補助元として、市が他の公社等と比較し、検証を行う。

④ 災害防止の役割等も担う中山間地域の農地を保全するため、浦川原農業振興公社は自ら
の耕作や地域の担い手への農地の利用調整等を行つている。優先すべきは農地の保全であ

るが、同公社の経営を考えると、赤字額を負担し続けて受け手のいない全ての農地を引き

受けることはできないと考える。

⑤⑥ 同公社は中山間地域の農地保全、農作業や担い手の支援等の役割を担う組織であり、

浦川原区内には同様の役割を担う組織がないため、その役割を担う同公社に対し、市か

らの一定の支援はやむを得ないと考える。しかしながら、同公社でも赤字額の縮減に向

けた取組が必要であることから、中期経営計画の策定を支援するとともに、経営改善に

向けた方策を公社とす緒に検討する。
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10 令和 2年度 第ニセクター等評価委員会の分析 E評価に対する対応状況

令和 2年度 第ニセクター等評価委員会の分析1評価 【概要】

① 資金の流動性が確保されており、借入金の返済もないため、資金繰りは安定しているも
のの、市における財政支出に頼らぎるを得ない状況は続いている。市からの委託料収入や

運営費補助に依存せずに黒宇化を望むのであれば、業務量に見合つた人員体制となつてい

るか検証が必要である。

② 令和 2年度は増員しているが、当該年度の収支計画はマイナスであり、将来的な計画も
作成されていない。毎年度の赤字は市が補てんしていることから、市としても補てんの内

容を検証するとともに、将来的な市の負担を見込む上でも、公社として中長期的な計画を

策定すべきである。

③ 更なるキャッシュ・フローの健全化に向けて部門ごとの事業分析の検討や財務状況を把
握すべきである。

第ニセクターによる対応状況

① 農作業においては、経費の削減に向けて正規職員数を最低限の人員数とし、農繁期に必

要な人員を臨時職員で確保しているほか、役員の勤務時間を変更し報酬を削減するなど、

経費の削減を図つた。また、令和 2年 3月 の農産加工部門の譲渡に伴い、人件費を縮減し

た。

② 令和 2年度中での中長期計画の策定には至らなかったため、市担当課の協力を得て、令
和 3年度中の策定を目指す。

③ 評議会や理事会において、運営状況を公表し、現状の財務状況を把握するとともに、対
応方針について検討を行つた。

市担当部署による対応状況

。同公社と経営健全化に向けた協議を行つた。

・令和 3年度も引き続き協議を重ね、経営改善に向けた取組の方向性について検討し、令和

3年度中に中長期計画を策定するよう支援する。
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第 1号議案

事業報告及び決算書

(案 )｀ ・

自  令和 2年 4月  1:日

至  令和 3年 3月 31日

公益財団法人 浦川原農業振興公社

新潟県上越市浦川原区顕聖寺 382番地 1
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1,農作業支援事業の実績

2.地域農業活性化事業
農地保 有量

貸   付
公社管理耕作

55,Sha

35,7ha

19,8ha

＼
畦ぬり(暮〕 暮器うん 森代か書 田占會 鋤 b〕 賀磁脱切 眸ぬ切f声人

'Ⅲ
赦難うん 激ftかき

枠 強 ,睡き m 枠 数 面積 a 件 数 面潜 B 件数 面驚 a 件数 面結 〕 榊 面積 a 体 鋭 尋 占 m れ 幾 面想 閉件 鋭 面繕 a

有島 2 7e4_O 8 71_5 4 85_7 3 110_8 1 9.2 6 246.5

頭塾寺 2 nl 1 7.1 1 8.3 1 8_e 1 8_8

'団
1 80.9 刊 80_9 2 31.7

織JII 1 31.0 玉 81_0

日 向 1 4_0

下綸野 3 66_1 1 J i4

上綸野

1lI太

今能 1 624 司 62_4

再 柔 2 177_0 1 30.2 3 298.0

警 昭 2 378 2 87_8 2 87^8 1 7_4 2 37.8

能 涎 1 300 1 30_0

緒 仲 1 12.4

真井幸 1 87_S 2 85_6

虫 ‖ 1 191_0 2 19.9 2 19.9 1 1■ 1 1 5_7

由 洛年 爾 1 20^7 1 :3_7 1 18.7 2 33_9 4 1209

上 猪子 日 1 523

′卜義申田 1 17.2 2 47.6

小谷島 1 11_0 I 1l ll 1 1■ 0 2 25.9

合  計 5 1.102.0 13 253.7 19 286.0 11 29E_2 B 163_1 29 858_7 3 298_0 1 1■ 4 1 3040

2 19_9 3 33.5 2 27.8 1 19.7

公4L登雛 5 1.102.0 11 ,38_8 10 ク52_4 9 2674 8 16e_1 28 845_0 3 298_0 1 11_4 1 ao_o

難  ね 1.536.0 1.536.0 1.536.0 l san 6 1.596.0

総合計 5 11,00 1_7色 9_7 1_822_0 1_881_2 1_699.1 2_89■ 7 3 208.0 1 11.4 1 30.0

…9-



3.公共施設等維持管理事業

(3)育首センター事業

播種枚数    39,000枚
０

０

７

２３

首

苗

中

稚

00枚
00枚

事 業 の 名 称 等 場 所 作 業 内 蓉
日向 H印内 緑地帯草木メこ払浦川原第 1工業団地編〔地帯維持管理(草刈)業務

虫 jII 芝生管理 (刈込),衝路樹管理・街路樹冬田い .街路樹冬囲い外し国県道浴線衛路樹等維持管理業務

真光寺 芝生管理 (刈込)・ 街路樹管理・街路樹冬因い.街路樹冬囲い外し県道沿線街路樹等維持管理業務

長走 ・ 堤防車刈桜づつみ公園維持管理業務(その2)委託

顕聖寺 緑化木冬囲いユ冬囲い外 し高齢者生活福祉センター緑化木保安管理

函聖寺 駅舎下見板取付け外し。緑化木冬囲い・緑化木冬囲い外しうらがわら駅樹木冬管理・冬囲取付取外業務委託

虫サ|| 花瞳除掌・ほR舎下見板取任け外じ・緑化木冬囲い・緑化木冬囲い外し虫,II大彩ERI針木筆管理・冬田取付取外業務委託

谷 芝生刈払 t花壇維持管理谷Å、れあいパーク維持管理(除草)委託

中猪子田
芝生・植栽地管理 (刈込、除草、施肥)

,ングス病`害虫予察
沢口ふるさと公園維持管理業務(除車)委託

作 業 内 容事 業 の 名 称 等

草木除去 (刈払)× 2回

安塚・谷 常牧線

小驚生田上猪子田線

杉坪線

東保上柿野線

中猪子田小蒲生田線

蕨岡中下線

市道  浦川原区

道路冶線除車林道  顕聖寺金淵線除車業務委託
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♭

4.理事会 '評議員会の開催状況

5.主な会議 B研修会等参加状況

月   日 会議・研修名及び場所 内 容

2,6.9 令和2年度第1回理事会 1.平成31年度事業報告来び決算(案)の承認について

1.評議員会開催日程・提出議案について(案 )
1.常勤役員に対する役員賞与の支絡について(実)

2. 6.24 令和2年度第1回評議員会 1.平成31年度事業報告及び決算(案)について

1.理事・監事・評議員の改選について

2. 6.24 令和2年度第2回理事会(臨時) 1.代表理事(理事長)・ 副理事長の互選について

2.12.23 令和2年度第3回理事会(臨時) 1.業務報告

3. 3.23 令和2年度第4回理事会 1.令和3年度事業計画(案)並びに予算(案)について

1.重要な財産の取得について(案 )
1.重要な使用人の選任について(案 )

月  日 会 議 ▲ 研 修 名 場     所 参加者名

4.27 浦川原物産館利用組合総会(書面表決 :役員のみ出席) 」A浦〕II原笠虐 宮川事務局長
6.2 浦川原物産館利用組合役員会 」AttJIi原支店 宮川事務局長

6.3 そば作付現地確認 宮角I事務局長

6.4 第1回浦JiI原支店農業振興会議 」AttJII原支店 宮 ,II事務局長

6.23 令和2年度農業政策に関する事業説明会 浦川原地区公民館 宮 ,II事務局長

7.2 農地中間管理事業の推進に関する研修会 新潟市 営川事務局長

7114 浦サII原区建業振興会監査・役員会 公社事務所 西山理事長・宙川事務局長・塩賄事蒻局次長

7.27 第ニセクター評価委員会に関する聴取 公社事務所 西血騨吉塁・管州ま務局長・遠路事務局及長

7_28 浦サII原区農業振興会全体会議・研修会 摘川障区コミュ
=子
イ‐プラザ 西山理事長・弯川I事務局長・装備事務局決長

8.3 浦川原物産館利用組合役員会 」AttJII原支店 宮テII事務局長

8.7 上越市中山間地域元気な農業づくり推進協議会 上越市役所 宮 ,11事務局長

8.18 令和2年産業出荷対策会議 姿寂区コミュニ手イいプラザ 宮川事務局長

8.21 多面的機能支払交付金に係る現地確認 対象農用地 宮 ,II事務局長

9.2 印内・山印内の耕作放棄に係る打合会議 浦)11原区総合事務所 西山理事長 j宮川事務局長

9,29 印内・山印内の耕作放棄に係る打合会議 浦JIl反区総合事務所 西山理事長・営川事務局長

10.13 蒲〕II原物産館利用組合役員会 」A浦川原支店 宮川事務局長

11.10 上越市農業再生協議会幹事会 」A六店別館 宮川事務局長
11.10 浦サII原区認定農業者会役員会 公社事務所 宮川事務局長

1 lⅢ 27 勢2同浦 JII原支店建業振興会議 」A浦〕II原支店 宮川事務局長

12.1 令和2年度農作業安全管理者(養成)研修会 」A上越支店 小田主事
12. 2 浦川原区認定農業者会研修会 埼」前庶区Hミ ュニ,イ‐プラザ 富川事務局長

12. 8 令和2年度農作業安全管理者(養成)研修会 JA上越支店 小田主事
12.11 上越米掛研究会反省検討会 三和区 宮川事務局長

12,16 浦〕I:原産米 品質・収量向上研修会 麟ЛII鷲区■ミュニ手.′‐プラザ 宮川事務局長

1.21 浦 jli原物産館利用組合役員会 」A浦川原支店 宮川事務局長

1.26 上越市農業再生協議会幹事会 JA本店男lJ館 宮サII事務局長
1.28 上越市農業再生協議会幹事会 」A本店別館 西山理事長
2:9 第1回浦川原区イプシン被害防止対策検討会 浦JII原地区公民館 宮 JII事務局長

2.29 浦サII原区建業振興会役員会 公社事務所 西山理事長・宮川事務局長

225 浦川原物産館利用組合役員会 」A浦川原支店 宮川事務局長

3.17 令和3年度差米品質向上決起集会 粛

"!霞

区コミュニFr‐プラJ 西山理事長・宮jII事務局長

3.18 令Яtt13焦彦に向けた中山間地域隼直1妾支払交代金制度に関する説口』会 浦猟I原地区公民館 宮川事務局長

3.23 第2回浦川原区イノシシ被害防止対策検討会 蒲Jll原地区公民館 宮 JII事務局長

3.25 上繊米掛研究会役員会 三和区 宮 JiI事務局長
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事業報告附属明細書

事業報告を補足する事項はありません。
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前年度 l曽 減科   目 当年度

650,646
0

41640,620

551061

6i405:513

829,634

7,1841767

182!815

△ 5,754,867

△ 829,694

△ 21544:147

△ 127,754

も13461327 14,602,729 △ 91256,402

040=500,000 40,500,000

40,5001000 40,500=000 0

58,865

4t002,133

1]253,133

5,000,000

3.468,530

△ 58,865

7201413
0

△ 1,570,000

△ 541.388

0

4=722.546

1:253,138

3,430:000

2,927:142

131782,66‖ △ 1,449,84012:332,821

上I認習:
8:320,122

24:130
10=000

31327.858

2:2201796

1,707,397

3.468,963

24,130

10,000

△ 131=519

△ 1,487,305

△ 246,779
4,351,159

0
0

1817441700 101759.144 2i985=556

651041,805 1・ 535,71666,577,521

791644.534 △ 7,720・ 68671,923,848

1.5751760

59.433

51264=869

67.349

△ 3.689:109

△ 71916

5,332.218 △ 3.697,0251,635,193

0 58,865 △ 58,365

0 58,865 △ 58,865

5=391,083 △ 3,75S18901,635,193

41,680=031

401500B000

1,180.031

△ 185,900
0

△ 1851900

41,494.181

401500,000

9941181

△ 3.778=8962317941474 321573.370

11,388,640 1215431715 △ 1,205,075

70.288.655 741253,451 △ 3]964,796

△ 7!720,68671,9231848 79,644=534

1 資産の部
1.流動資産
現 金 預 金

積      立     金

未      収      金
立      誉'     金
流動資産合計
2.固定資産
(1)基本財産
基 本 財 産 引 当 預 金

基本財産合計          ‐

(2)特定資産

特定資産合計
.(3)その他固定資産

産

産

産

産

械

資

資

資

資

当

当

当

用

引

機

引

引

運

新買

用

付

却

的

械

給償目牌業

職
価

益

業

退
減

公
農
農

物

具

品
械

金

金

搬

　

機

建
車   両   運
什    器
農   業   用
預      託
出       資
その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計
Ⅱ 負使の部
1.流動負債
未      払
預      り

流動負債合計
2。 固定負債
退 職 給 付

固定負債合計   ・
負債合計

Ⅲ 正味財産の部
1.指定正味財産 '

指定正味財産合計

(う ち基 本 財 産

(う ち特 定 資 産
2,一般正昧財産

備

引 当 金

金
金

額

額

当

当

充

充

の

の
ヘ
　
ヘ

(´うち特 定 資 産 へ の充 当額 )

正味財産合計

負債及び正昧財産合計

貸借対照表
令和 3年 3月 31日現在

円 )
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貸借対照表内訳表
令和 8年 3月 Sl日現在

公益目的事業 収益事業 法人会計 合 計科  ,目

△ 13子 218.864

11710,490

55,061

△ 6,093=233

2■297,859

2】926】292

0

16:606B760

△ 10,428,359

31838

0

△ 10,513,527

650]646

4=6401620

55t061

0

4318301911 △ 20,938,048 8,346=327△ 17.546,536

0 40,500,000 4015001000

40150010000 0 40,5001000

4,722,546

112531133

31430:000

21927,142

０

０

０

０

０

０

０

０

41722,546

1,253.133

3i430,000

2】927,142

121332,32112,332,321 0 0

10
0

246.145

0

0

101000

3t196,339

738,491

11460=618

8:320,122

24[130

101000

3,1961339

733,491

112141473

8=3201122

241130

0

0

0

0

0

0

0

13B488B555 0 2561145 13,7441700

26】 821,376 0 401756,145 66:577,521

812741840 431830,911 1918181097 71,923=848

11575,760

591433

1873832

45,209

1,344,400

7=445

431528

6,779

233=041 133519845 50,307 1.635,193

233,041 1,3511845 50,307 116951193

9943181

0

11497.834

0

0

△ 503・ 658

40,500,000

40=500,000

0

411494:181

40,500t000

99■ 131

7t0471618

12,422,866

42.479,066

△ 1,084:216

△ 20=7321210

0

28:7941474

11=338:640

8!041,799 42,479,066 191767,790 7012381655

1918181097 7119231848

I 資産の部
1.流動資産
現    金
未       収

立       替

他   会   計
流動資産合計 ‐
2.固定資産
(1)基本財産

基 本 財  産
基本財産合計    

ι

(2)特定資産

(3)犠

定資産合計
その他固定資産

建

車   | 両
什      

・ 運
器       

級

農   ! 業
預       

斥  
備

I

出・     
ユ   機

藍争
その他固定資産合計

固定資産合計

亜 達
産合計

と債の部
1. 流動負債

未

預
.   :I

ヽ

り

流動負債合計

IIL 工
負債合計
二味財産の部

1. 指定正味財産     .
指定正味財産合計

(う ち基本財

(ぅ     
産 へ の充 当額 )

2. 一般ユ

ち特定資 溢 へ の充 当額 )

:味財産

(う ち特 定資 産 へ の充当額 )

正味財産合計

負債及び正味財産合計

金

金

定

減

公
農

農

物

具

品

械

金

金

金

金

預 金

勘

用業

引  当 預  金

産

産

産

械

資

資

資

当

用

当

機

引

運

新

却

的

更

償

目

械機

価
益
無

8.2741340 4318301911
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正昧財産増減計算書
令和 2年 4月 1日から令和 3年 3月 31日まで

前 年産 娼 滅  _当年度目

△ 12
△ 12

△ 21=7671978
276:711
5101155
△ 2331444
△ 457t588
△ 9061697
△ 25】933
4751042

△ 23,919「 921

△ 23.361「 861
△ 558,060
2,3321820
5711769
80.651

1,680,400
△ 1:482.459
△ 1:2991835
△ 11299:835
△ 266:532
△ 43,532
0

△ 223,000
△ 114:292
198,200
198,200

△ 5:308,616
△ 153

△ 5,308,463

41049
4t049

44,690,600
27,584,245
5,031,631
22,552】 614
4,3251472
3,530,694
102,7781
6921000
0
0
0

12,7801783
5,893t645
5,062:488
1=824,650
5,656,950
2,470,765
2,470:765
2=802,085
1,109,085
1.350.000
343t000
185:900
198:200
1981200
6441020
274
643746

41061

41061

66,458=473
27:307:534
4.521,476

4,783=060
4=4371391
128:711
216:958
23,919t921
23,361:861
558,060
10,447,969
5,321・ 876
4,981.837

5,952=636

3,770B600
3,069J617
1,162,617
1,3501000
5661000
300ど 192

22=786:0

42

１

１

７

７

３

０

９

０

５

０

０

２

４

６

４

９

０

４

３

７

79.554.584 △ 231559,06550.9951519

△ 25,2241099
△ 6701000
△ 2:163,616
△ 8,861:424

△ 961513
△ 4301348
△ 71870
△ 259】 484
9751400
79:920
△ 3121991
△ 617:462
△ 25,920
△ 310321304
△ 41391,269
△ 369`440
△ 4791097
△ 785=138
△ 2,648,072
△ 49:747
660:689

△ 11031,974
△ 410,617
△ 20,607
△ 471,019
△ 2.496
△ 31777お 11
△ 351,168
△ 6841022

75】 877,538
1=210,000
15=736,130
9i5211243
961513
2:949,700
9,670
8091493
31731:627
52=030
436:013
2,796:079
57.396
5,704,137
4,639,704
1,837,420
1,645,320
971,135
12,322,717
141=689

3,写;盈静4
1,082,228
265,168
1,049,271
7,921

3,777:611
351:168

50,658.439
540.000
13,572:515
5,659!819

0

2=519:352
1:800
550B009
4,707.027
132,000
123,022
21178,617
31,476
2,671:833
248,435
11477=980
1]166,223
185,997
9=674=645
91,892
1,175,853
2,445,000
671,706
244.561
578,262
5,42も

0
0
0

(1)

息

益

琴ll
用

取

運

受

産

産
財

財
本
本

基

基

　ヽ

　

益

益
益
益

一道
受
受
経
受
直
農
そ
受
そ
そ
雑
受
雑

的脚 酬
当
金
用
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
料
資
料
課
金
料
費
息
寓
高

卸

卸

費業事
報

手

質印
備

晶

費
賃
　
生
通
搬
却

付

料
　
伝
　
　
担
数

一歴
　
厚
交
運
償
器
　
繕
書
材
料
首
料
水
借
宣
険
　
負
手
託

員
将
時
齢
利
費
信
任
期
耗
　
　
　
　
　
　
熱
　
と
口
　
　
払
払

役
綸
臨
退
福
流
通
減
消
消
修
図
資
材
種
燃
光
賃
広
保
租
支
支
委
支

公

利
籾首  商
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688
268,294
341,310
10■260
0

19名778

27

433,400

224:945
977

300,392
6531040
1561142
141760
366,285

676.261
118,580
13,168
286,416
946
695,950

277=39

32=81
96=17

△♀盈

':]

△ 163B507
5o179S
△ 491497
△ 231512
△ 9!102
△ 3341951
△ 141320

,全
r,ぉ B,

18916

△

31208
162J550

54_121080 79.510.う了7 △ 25.389.497
△ 3125661 44.007 △ 3.1691568

0
△ 3.169.568△ 3.125.561 44.007

△ 118,425
△ 801814
A37=611
58,866
58.866

0
0
0

581865
58865

４

１

０

０

180,8

,61

118,425

37

△ 59.56058.865 118.425

０

０

０

０

０

０

０

０

７

２

０

５

５

５

１

１

０

３

０

０

２

　

　

７

　

７

，

８

，

５

，

０

〓

３

　

　

，

１

　

，

１

２

４

７

１

　

　

　

３

　

３

４

８

３

２

　

　

　

６

　

８

５

　
　
　
　
４

　
　
　
　
１

　
　
１

706.008

△ 5421887
△ 841502

‐
００

‥
３２
△
△

，
‐７
ム

・
１７

７

１

　

　

　

　

３

　

　

３

△
創
　
　
川
　
川△ 706=008

I 646.44858.86 △ 587.53
l    △ 2.bZ3.12U△ 3.066. △ 543.57I

712_20〔 235_00〔I 477.200I

△ 778_57I I    △ 3.000.320△ 3.778.8
33.351.υ 41 △ 778.576I32.573.37(

28_794.471 32、もy3.u′ uI 1    △ 3.773.896

△ 904】000
△ 904!000
1141292
114,292
114.292

０

０

０

０

０

０

０

０

９

９

９

５

５

Ｓ

８

８

８

△
△
△

904,000
904,000
△ 300,192
△ 300:192
△ 300.192

1 603.80 △ 789.708I△ 185,90(
4168008 41_076Z′I 6034808I

41494_18 41.680.0む: △ 185:900I

I    △ 3.96417970_288_65 74.253.45:

役 員 報 酬

裟  利  厚  生  蓑
篭 書 窪 轟 嚢
減 価 償 却 費

轄ピ魯靴1急
魯教魯転急
雑            費

韓覇席置冥懸調整前当期経常増減額
評価損益等計
当期経常増減額
2.経常外増減の部
(1)固経常
亀
収
名  産  売  却

損
損
損
損
損
　
捜
損

益

物
物

建
構 築

エ

Ⅲ

(2)

売

産叢減額
及 び事 業税

益
益
入

当  金 ・戻  入

却
却

損
郎
‐却
売
売
却
損

却
　
売
械
　
　
却固 定 資 産  除

却
却

除
除

具
械

報
機

運
用

一民

却
金

却

‘
売

当

助  金   等
公 共 団 体

′
補 助 金

受  取
受 取 地 方
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正味財産増減計算書内訳表
令和 2年 4月 1日から令和 3年 3月 31日 まで

合 計法人会計公益目的事業科   目

01

01

0

0
0

12,780:783

51898,645

5,062,488

1:824,650

0

0

0
0

・  0
0
0
0
0

0
0
0
0

1 72,780,

０

０

３

０

０

８

4,049

4,049

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0
0
0

550:000
0

0

550,000
0

550,000
0
0
0
0

59,860

274
59,086

6131409

4,049

4,049

441690,500

27=584=245

5,031,631

221552,614

4=325,472

31530,6941

102,778

692,000

12,780,783

5:893=645

5,062,488

1,824.650

5:656,950

2:470,765

21470,765

218021085

1,109,085

1:350J000

3439000

185,900

198!200

198〕200
644,020

274
643:746~ 50,99岳
519

0
0

31,909,717

27:584,245

5,031,631

22,552お 14
41325】472
3:530,694

102,778
692,000

0
0

0

0

5,106,950

21470:765

21470・ 765
2.252,085

1:109:085

800,000
343,000

185,900
198:200
198:200
584,660
0

584 660

501653,439

540:000

13】 572.515

5:659,819

2,519,352

1,800

650,009

4,707,027

132,000

123!022

2,178,617

31,476

21671お 33
248,435

11477:980

1,166.223

185,997

91674.645

91,892

11175,853

21445:000

671,706
^ 244,561

578,252

6:691,508
・110B000

116811671

3=829,569

268,162
0

0
0
0

28】400

76818

1

０

０

０

０

０

０

０

６

０

７

０

０

０

７８

０

０

０

６９う
と

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

431961,931

430t000
11,890:844

11830,250

2,251,190

1,800

550,009

41707,027

132,000
120,062
2,178,617

31:476

216431433

248.435

11477,980

1,166=223

185,997

9,674,645

91,392

1,175=853

11676=124

671=706
242=691

578:252
5!425

他 補 助 金 等 収 益

益

費業

基 本 財 産 運 用 益

基 本 財 産 受 取 利 息

事  業  収  益
地 域 農 業 支 援 事 業 収 益

農 作  業 受 託  収  益
管 理 耕 作 事 業 収 益

地 域 活 性 化 事 業 収 益
農 地  貸 付 料 収 益
農 地 管 理 手 数 料 収 益

農 地 中 間 管 理 事 業 収 益

公共施設等維持管理受託事 業収益

育 首 施 設 作 業 受 託 収 益

公共施 設等管理作業受託収益

道路 等 除 雷 作 業 受 託 収益

受  取  補  助  金  等
受 取 国 庫 補 助 金

経 営 所 得 安 定 対 策 収 益

受取 地 方 公 共 団 体 補 助 金

直 接 支 払 交 付 金 収 益

農業公 社運 営 費補助金収益

そ の  他  補  助 金 等
受 取 補 助 金 等 振 誉 額
そ  の  他  補  助  金

酬

当
金
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費

費
費
費

料
資
料

課
金
料
費

品

賃
生

通
搬
却

　
　
　
　
　
　
　
　
料

　
伝

　
　
担
数

報

手
　
　
　
　
　
備

品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

雇
厚
交

運
償

器
　
繕
書

材
料
首
料

水
借
宣
険

　
負

手
託

員
料

　
　
　
　
　
什
耗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税

時

利
費

信
価
　
　
　
　
　
　
　
　

熱
　
告
　
　
払
払

耗

役
給
臨
福
旅

通
減

消
消
修

図
資
材
種
燃

光
賃
広
保

租
支

支
委

収

1.経常増減の部
(1)経常収益

その

雑

受
雑
経常収益計

(2)経常費用
事

払

息

益
禾咽取

収
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法人会計 合 計科   目 公益目的事業
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

3:46′ ,641

490:000
977,340

224Ⅲ 945
192:778
89,605

46.678

688
268,294
341.310

1041260

278,089

4,154

4331400

161100

3,467:641

4901000

977:340

22■ 945

192,778

891606
461678

688

2681294

341:310

104=260

278,089

4,154

4331400

16,100

43.ヽ〕0司 ,931 6,6911508 3.467,641 54,1211980

△ 2.854,232 △ 3】125,561△ 6=360,604 6,039,276

0 0 0 0

△ 6=3601604 △ 2,8541232 △ 3河 25,5616,089t275

58,866

58,865

０

０

０

０

68,865

58.865

58`B86 U 0 58.865

(〕 0 0 0

∪ 58186558B865 0

△ 6,301,739 6,0391275 △ 2,854,232 △ 3100じ ,6υ 6

△ 3.2/3,6薔 Z 458,088 02,815,も 〕ヽ4
△ 3,066.696△ g,486,145 2=8可 5:593 △ Z,3961144

υ 712,200 9 ′12!200

△ 2.3∪ 6】司44 △ 3,7781896△ 3:486=145 2,103,393

10.533=763 40,375]673 △ 18,336=066 32,b′ 313/υ

42.4′ υiυ66 △ 20,732〕 210 28,794=4747,047,613

△ 185,900

△ 185,900
△

△

△

０

０

０

９

９

９

８

８

８

０

０

０

０

０

０
△ 18も ,()U(〕

0 △ 1851900△ 185,900 U

li180,081 0 4乳500,000 41,680.081

U 40.500,000 41=494,1819941181

8,041,799 42,479,066 19]76y,790 7Q=288=655

管     理     費
役 員 報 酬

給 料 手 当

福 利 厚 生 費

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

消   耗  品  費
修     繕     費
光  熱  水!  料  費
賃     借     料
保     険     料
支 払 負 担 金

支 払 手 数 料

委     託     料
雑           費

経常費用計′
評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計
当期経常増減額 .

2.経常外増減の部
(1)経常外収益

退 職 給 付 引 当 金 戻 入

退 職 給 付 引 当 金 戻 入

経常外収益計     ´

(?)経常外費用

他会計振替額前当期一般正味財産増減額

他  会  計  振  替  額
税引前当期一般正味財産増減額

法 人 税、 住 民 税 及 び事 業 税
弩期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

正 指定正味財産増減の部
一 般 正 味 財 産 へ の 振 誉 額
一 般 正 味 財 産 へ の 振 替額
一 般 主 味 財 産 へ の 振 替 額

当期指定正味財造増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高
Ill 正味財産期末残高

経常外費用計
当期経常外増減額
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財産 目録
令和 3年 3月 31日現在

愛科 目 ナ岳所 ・物 登 零 便 用 目門琴

(流動賞歴 ,

普通預金

定期預金

未収金
立替金

えちご上越農業協同組合
浦川原支店 普通預金
えちご上越農業協同組合
浦川原支店 普通預金
えちご上越農業協向組合
浦川原支店 普通預金
浦川原農産物加工組合他
融員

運転資金として保有している

運転資金として保有している

運転資金として保有している
農産物加工事業譲渡代他
雇用保険料    ,

(591,986)

500,022

91:964

68:660
41640,620
551061

(固定資産)
基本財産

特定資産

その他画定資産

基本財産引当預金

減価償却引当資産

公益目的運用資産

農業機械更新引当資産

農業用機粧

建物

車両運搬具

什器備品

農業用機械

預託金

出資金

えちご上越農業協同組合
清川原支店 定期預金

えちご上越農業協同組合
浦川原支店 定期預金
えちご上越農業協同組合
浦川原支店 定期預金

えちご上常虫農業協同組合
浦川原支店 定期預金
上越市 施肥播種機他

上越市 車庫屋根張替工事

上越市 2tト ラック他

上越市 低温貯蔵庫他

上越市 イセキ4条他

上越市 リサイクル預託金

えちご上越農業協同組合
浦川原支店 出資金

運用益を法人全般の財源
として使用している

固定資産の購入、修繕に
備えたもの
公益目的保有財産
運用益を公益目的事業の財源
として使用している
農業機械の更新に備えたもの

公益事業で使用している

公益事業で使用している

公益事業で使用している

公益目的保有財産及び公益目的事業ミ
法人運営企般で使用している

公益目的保有財産及び公益目的事業
で使用している
公益目的事業で使用している

運用益を管理運営の財源
として使用している

(403500,000)

40,500,000

(12,332:821)

4,722.546

11253.133

3,430:000

2,927,142

(13!744,700)
31196.339

733:491

1,460,618

3:320J122

241130

101000

固定資産、
奮'魔台 71.923.848

(流動員便 )

未払金
預 りヽ金

高田税務署他
職員

令和2年度消費税他
雇用保険料

115751760
59.433

.635.193

員授合 .635.193

正昧財 .288.655
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財務諮表に対する注記

1.重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却の方法

定額法による。

(2)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込方式による。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
びその残高は、

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

産及

4=固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却緊計額及び当期末残高は、

る。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高科   目

40,500=000 0 0 40,500,000
基本財産

基本財産引当預金
0 40,500,00040t500,000 0小  計

58,365

11279=587

0

5:000,000

541,388

「

0

4,722,546

11253,133

3,430,000

2,927,142

特定資産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

公益目的運用資産

農業機械更新引当資産

農業用機械

58,865

4,002,133

1,253,133

5,000,000

3,468,530

0

2,000,000

0

3,430,000

0

19,782,661 5,430,000 6,879,840 12,332,821小  計
54,282,661 S,430.000 6,879:340 52:832,821合  計

(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に対す
る額)科   目 当期末残高

(40.500,000) 0 0
基本財産

基本財産引当預金 40,500,000

40,500,000 (40,500,000) 0 0小  計

０

０

０

０

41722,546

1,253,133

3:430,000

2,927,142

０

０

０

＞
9 1 8(9 4,

(417221646)

(1,253,133)

(3,430,000)

(1,932,961)

特定資産

減価償却引当資産

公益目的運用資産

農業機械更新引当資産

農業用機械

(11:338,640) 012,332.821 (994,181)小 計
(11,338,640) 0521832,821 (41,494,1811合  計

取得価格 減価償却累計額 当期末残高目科

3,785,940 858,798 2,927=142
特定資産

農業用機械
2,927,14231785,940 858:798＼ 小  計

789.114

8,163]172

1,304:420

17:549,878

3,196=339

733,491

1:460,618

8,320,122

3,98曼,453

8!896,663

21765,038

25,870,000

その他固定資産

建物

車両運搬具

什器備品

農業用機械
41,517,154 27,806:584 13,710,570小   計

161637,71245,303:094 28,665,382合   計
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5.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
びに交付者、当期

6.指定正味財産から一般正味財産今の振り替類の内訳

指定正味財産から一 替額の内 次のとおりである。

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記餓区分

補助金

畑作物の直接支払交付金

水口活用の直接支払交付金

運営費補助金

申山間地 域 導直接支払交付 金

廟 中山間過増振興件催 拭大李
監補助金

土づくり資材助成金

申山間地域等直接支払交付金

申山間地域尊直接支払交付金

新潟県収入保険加入加速イと弓疎
H缶縦

`

1ヒ陸農政局

北陣農政局

上越市

上越市

上越市
え

絡
業

谷集落協定

飯蓋集磨協定

新潟県農巣
共済組合

0

0

0

0

0

0

0

0

0

490.100

1,980:665

1,350,000

954,256

 ヽ348,000

17B,200

100,738

54,091

20.000

4901100

11980,665

1,350,000

9541256

343,000

178.200

100,738

54,091

20,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合  計 0 5,471.050 5,471!050 0

金  額内   容

185,900
経常収益への振誉額

減価償却費計上による振替額

合   計 185,900
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監 査 報 告 書

公益社団法人 ,甫サII原農業振興公社

代表理事 西山 知太郎 殿

令和 3年 ど月 字日

監 事

監 事

M久 宏″硼
宥内魂餓

私たち監事は、令和2年4月 十日から令和3年3月 31日までの事業年度の理事の職務

の執行を監査いたしました。その方法及び結果についく 次のとおり報告いたします。

1監査の方法及びその内容
各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に

努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の

執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、

業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事

業報告及びその附属明細書について検討いたしました。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類

(貸借難照表及び正味財産増減計算書)及びその附属明細書並びに財産目録について

検討いたしました。

2監査意見
(1)事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示し

ているものと認めます。

二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事

実は認められません。           ・
(2)計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益(正味財産

増減)の状況をすべての重要な点において適正に示しているものと認めます。

-22-
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第1号議案

事業計画及び予算書

(案)

自 令和 3年 4月 1日

至 令琴口4年 3月 31日 、

公益財団法人 浦川原農業振興公社

新潟県上越市浦川原区顕聖寺 382番地 1

甲23-



1.基本方針

3 度

(1)現状と展望

令和3年度の事業計画策定I三あたり、世界中に広がりをみせる新型コロナウイルス感染症など、

先が見通せない状況が続く中t当法人を取り巻く問題や組織運営上の課題などを把握し、正確に

認識することが、これからの経営向上を考えるためI尋も極めて重要である。

当法人の経営にとつて最大の問題は、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、外食

産業の低迷による農産物需要の落ち込み、特に米の需要減退がもたらす影響である。

主食用米の消費低迷I=加え、酒米需要が極端な落ち込みにより、当法人の水稲作付における

品種構成は、飼料用米・力Π工用米R米粉用米へのシフHこより、国
七県の支援策を活用し、収益を

確保することに注力することが重要である。

更に、コロナ以外のここ数年の傾向として、蒙雨災害や高温障害による米の品質低下がある。

特I=20年度米の検査成績割よ、浦川原産米が上越地域で最低ランクの成績であつたという点

は、数年おきに繰り返されてきた実態もあり、米の品質向上は浦川原区全体として取り組まなけれ

ばならない問題である。
こうしたF口召題が発生する都度「基本技術の励行」として指導が繰り返されてきたが、高齢化や

1ヽ規模兼業といつた事情とも重なり、技術の劣化や米作りへの意欲の低下が指摘されている。

このような浦川原区が抱える課題を共有し、今年の稲作で品質を向上させようと、当法人が

事務局を務める浦川原区農業振興会が浦川原区認定農業者会
,」A浦川原支店・JAわんЧゞ

営農センターの三者と連携し、春作業開始直前の3月中旬に、米品質向上に向けての決起集会

を開催したところである。

指導機関の皆様日よ、継続的に濃密な技術指導が成育ステージ毎に行われることを期待する。

昨年度末には、加工事業を廃上し、水田農業を中心とする経営のスリム化を実現し、米の収益

に依存する経営に切り替えてきたところである。

引き続き栽培技術向上や、機械施設の導入`稼働等を通じてコスト低減や労働生産性を高め、

更に多角的な販売チャンネルを構築して経営改善に努めなければならない。

(2)重点事項
「

① 公益目的事業

浦川原区を拠点とする当法人は、地域社会の振興を農業面で寄与することが本められ、定款で

定める事業の確実な遂行を図ることを基本に、人口減少や高齢化などの環境変化に向き合い、

時代にふさわしい活動を模索する中、常に地域や農家に寄り添い、信頼される組織運営に努めな

ければならない。
これまでと同様、引き続き担い手への農地の集約化を推進しながら、一方で当法人が直接管理

する農地については、その規模の適正化lと努め、需要に応じた売れる米づくりを基本として良質米

の安定生産及び販売の推進を図るこど気法人経営の安定化と地域の農地保全に寄与する。

② その他の事業部門

加主事業は廃止したが、施設設備等売却の清算業務は令和3年度末まで継続する。

施設設備等の売却益については、農機具更新等の公益事業への投資に充当するものとする。

また、収益事業として取り組む公共施設等維持管理事業は、育苗施設労務作業受託や道路

施設等の草刈業務、公共施設等の冬囲い及びその取り外しなど、引き続き業務の受話に努める

こととし、民間からの作業要望にも可能な限り対応して業務の拡張に努め、法人経営の安定化に

資する。

③ 法人運営部門

ア役員体制
令和2年6月の評議員i理事 監ヽ事の一斉改選後、満1年が経過した。

評議員並びに監事は、任期4年の内残任期間3年を有している。

理事は、任期2年の内残任期間1年となり、令和4年6月の評議員会には改選が行われる。

理事の残任期間1年の間に、理事会での新たな執行部体制のあり方や、理事の選考などに

ついて、理事会としての方向性を検討し、結論を得ておく必要がある。
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イ職員体制
令和3年度の事務局は、事務局長1名 J事務局次長1名 1オペレーター1名(新採用)でスタート

する。
従来、嘱託職員のオペレーターについては、年齢や体調面も考慮し、4月～12月までの季節的な

短期雇用契約の臨時職員とし、支障がなければ翌年以降も同様の臨時職員として採用を予定する。

法人 田 こ集約され るが、昨年の反省に立って品質に優れた主食用米の

生産に努めるととも| 確実に売り切るために、飼料用米・加工用米
i米粉用米などの生産を増加し、

今年度は酒米の生産はしない。

令和3年度は、米の消費動向によつて経営を左右する事態も想定され、当法人の経営ばかりでなく

地域農業を持続化する取り組みに、大きな支障を及ぼす年となる恐れもあり、さまざまな情報
への

アンテナを張る必要がある。

t

2.法人経営の概要
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I 公益事業
令和3年度事業区分別事業計画書(案 )

2s嘴
雪意溝鷲詠ための管理耕作(経営規模) 21451ha

うち ,17.28ha :3.56ha ,0, 7ha

1
ユ
r」])| iha 令和毬F la)

・由・委乱 :営 全 体 再 委託 直 営全 体全 中
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い
氏
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10.00 1110() 1,100, 10,007.10
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作
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支
援
事
業

| 合

面積 (ha) 反収 (俵 ) 収量 (俵 )作付品種
切̀3 435コンヒカリ 5.23
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5=069.500 水田活用の

丘籍鶴 廷付金〔ゲタ対策 :面積払 )

国庫補助金

支払交付金1.050.000 中山間地窮市補助金
i手数料600,000 中間管理|農地中濁管理事業業務委託料収益

К入

中 翻多面的機冑雑収入 90,000
12,245,100合  計

こかかわる収入( 金 `交付金等)

出

単  価 金  額数  量
588 548,020ンヒカリ

〃

940……ⅢW… '6BO“
668
66811100 ′′

′′668「淵茨郎
…………

″450 54:000
250
120r
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〃
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~~~
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100,000凸

50=000・ラベル

ル 溢蛉巡用.…………………

2.648,300

資 材 費 支 出

2,340,000

105,000 ′
180……………
15“

ヽ

ヽ

3,6921500
賓80,00040 …魯器Im米漑 30

2,000F ]気柵電源料
6,232,500

3
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′

53,000ユ 賦課金等
20,000乍業用品当

念合保険(一 i

200,000
380,000
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…"ポ…φ
計
…
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!油
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52=000
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90
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I収益事業

収 公共施設等維持管理事業

公益事業に資するため、上越市並びに」A等が所有する施設等の維持管理に関する作業受話を積極的

に行い、当法人の活動に必要な資金確保のための活動を継続する。

(単位I千円)

R2年度実績 R2年度実績 R3年度計画 R3年度計画

草木除去
側溝掃除

市道(2回〉林道
第一工業団地

2,382
市適(2回〉林道
第一工業国地(2回 )

2,407

公園管理
冬囲い等

中猪子田・長走・谷・剣県道沿線
うらがわら駅・虫川大杉駅
高齢者生活福祉セカ…個人宅

2,595
中猪子日・長走,谷・目県道沿線
携 がわら'虫川大杉駅・高齢者生

活福祉セカ…個人宅
2,855

除雪 除雪作業受託 1,825 除雪作業受託 1,000

育首施設
受託事業

」Aより労務・施設管理を受託 5:591 JAより労務・施設管理を受話 4〕 800

合  計 12=393 合  計 11,062
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令 和 3年 度 収 支 (正 味 財 産 増 減 )予 算 書 (案)
令和g年4月 1日から令和4年3月 31日まで 単位:千円

3ページの」挟目

収益事業 法大会計公益事業本年度
予算額日科

0

0

0

11500

玉

010:306

0

0

00

00

0

(1)経 常 収 益

基 本 財 産 運 用 益

基本財産利息

事 業 収 益

地域農業支援事業収益

農作業受託収益

管理耕作事業収益

地域農業活性化事業収益

農地貸付川収益

農地管理手数料収益

農地中関管理事業委託料収益

公共施設等維持管理受託事業収益

公共施設等管理作業受託収益

適雇告等除雪作業受託収益

育苗施設作業受託収益

受 取 補 月t金 等
受取国庫補助金

経営所得安定対策収益

受取地方公共団体補助金

中山F観地域等直接支払交付金収益

農業公社運営費補助金収益

その他補助金等収益

そのlL補助金等収益

その他補助金等収益

翼聖即息
雑収益

I 一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

維 収 益

,062471614常 収 益 計
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単位:千円

3ページの2枚目

法人会計公益事業 収益事業本年度
予算額目科

360 0

11

1

0

020

580

0

20
021900

32

30200
0

0

0172

1 0

1

1〕005

0

0877

0

0

0

事 業 費

役員等草R酬

給料手当

臨時雇賃金

退職給付費用

福利厚生費

旅費交通費

通信運搬費

減価償却費

消耗什需備品費

消耗Л恥費

修縛費

印用J製本費

図書費

資材費

材料費

種営費

燃料贅

光熱水料費

賃借料

広告宣伝費

保険料

租税公課

支払負担金

支払手数料

委託費

支払利息

期首商品棚卸高

期首材料棚卸高

期首資材棚卸高

期末商品棚揮高

期末材料棚卸高

期末資材枷卸高
640,366事業費 計

0

01

10

1

51

10

62

0

0

0

10

管 理 費

役員等4R酬

給料手当

福利厚生費

旅費交通費

通信運l般費

消耗品費

惨繕費

光熱水料費

賃1皆料

保険料

譜謝金

支払負担金

支払手数料

委託費

維費
0

4013 6経 常 費 用 計
-21289-1

0

70当翔
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単位:千円

3ページの3枚目

科
本年度
予算額

公益事業 収益事業 法大会計

(1)経 韓 外 収 益 0 0 0 0

経 益 計 0 0 0 0

外 費 用 0 0 O

費 用 0 0 0 O

0 0 0 0

0 4,470 い4,470 0

税引前当翔
-1.433 0 866 …21289

0 300 0300
-1,733 0 656 -2,289

29,478 4,081 461407 …21,10

―般正味財産期末残高 27,745 4,081 48=963 -23,299

I

―般正味財産への振替額

一般正味財産への振普額

減価償却額

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

41]631 1,181 0 40,600

41,681 司,181 O

H指定正味財産増減の部 5,262 46.963 17,201
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(   
ヽ

令 和 3年 度 収 支 (正 味 財 産 )増 減 予 算 書 内 訳 表 (案 )
令釉3年 4月 1日から令和4年 3月 81日まで 単位:千用

収益事業
(公共施▼投維持管理事業)

法人会計
(管理費)公益事業本年度

予算額科 目

55

01516
0

1 1

0
1 0

O330
0

62

刊1 0
O0

001

O
1 050

01 800
000

0 000

1

100100

事 業 収 益

地域農業支援事業収益

農作業受話収益

管理耕作事業収益

地域農業活性化事業収益

農地賞付料収益

農地管理手数料収益

Ⅲ Ⅲ農地中間管理事業委託糾獲託料収益

公共施設等維持管理受託事業収益

公共施設等管理作業受託収益

道路等除雷作業受託収益

育苗施設作業受託収益

受 取 補 助 金 等

受取回庫補助金

経営所得安定対策収益

長取地方公共団体補助金

中山闘地域等直接支払交付金収益

農業公社運営費補助金収益

その他補助金等

その他孝甫助金等収益

その他構動金等収益

I 一般王味財産
'強

減の部

1,経常増減の部

(1)経 常 収 益

基 本 財 産 運 用 益

基本財産利息

雑 収 益

受取利息

雑収益

556114715経
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単位 :千劉

収益事業
(公共施設維持管理事業)

法大会計
(管理費)公益事業本年度

予算額科 目

040360
011,269 1 782
0

0 00

179 1

020

580580
0

0
0120 01

00

040 0

032 0

0 0

200
691 69

8 011

172 172
08=012 0
001

0 058

011

00

0276 275

877 0

3

000
000

0 00

000

0 0
0O0 0

事 業 費

役員等報酬

給料手当

臨時濯賃金

退職給付費用

福利厚生費

旅費交通費

通信速llit費

減価償却費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

図書費

資材費

材料資

穫首費

燃料費

光熱水料費

賃借料

広告宣伝費

保険料

粗税公課

支払負担金

支払手数料

委託費

支払利息

期首商品棚卸高

期首材料棚卸高

期首資材棚卸高

期末商品棚卸高

期末材料初卸高

期末資材瀞】卸高

用(2)経

046

3570

G687
101

0O1

19100191

51 0

00 0

26802 0

3890 038
62062

0

11

0
010 0

役良等報酬

給料手当

福利厚生費

旅費交通費

通信運1慢費

消耗品費

修繕費

光熱水料費

賃借料

保険料

諸謝金

支払負担金

支払手数料

委託費

雑費

理

2,84500

5 86
用

895 26-1

0 00
-2,28926-1 70
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単位:千円

科 目
本年度
予算類

公益草・業 収益事業
(公共施設維持管理事業) 襴

2稲講外培減の部

(1)経 常 外 収 益 0 0 0 0

経 常 外 収 益 計 0 0 0 0

(2)経 常 外 費 用 0 0 0 0

経 常 外 費 用 計 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 O

他会計振督額 0 t470 -4:470 0

秘BI前当翔―毅正妹財産増減顕 -1,433 0 856 -2=289

法人税,住民秘及び事業器 300 0 300 0

当期一般正味財産増減額 -1=733 0 556 -2,289

一般正昧財産期首残高 29i478 4,081 46.407 -21,010

―殺正味財産期末残高 27,745 4=081 46,963 -23,299

狂 指定正味財産増減輔

一般正味財産への振替額

―殻正昧財産への振誉顔

基本財産利患

減価償却額

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

当期指定正妹財産増減額 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 41.681 lJ81 0 40,500

指定正味財産期末残高 41,681 1,181 0 40!500

I指定正味財虐増減の部 69,428 S,262 46:963 17,201
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資金調達及び設備投資の見込みについて
事業年度 :令和 3年4月 1日～令和 4年3月 31日

(1)資金調達の見込みについて
当期中における借入れの予定の有無を記載し、借入れ予定がある場合は、その借入先等を記載して

下さい。

(2)設備投資の見込みについて
当期中における重要な設備の投資(除却又は売却を含む。)の予定の有無を記載し、設備投資の予定

力湧る場合には、その内容等を記載して下さい。

ノ

借入予定 なし

事業番号 借入先 金額 使途

設備投資の予定 あり

事業番号 設備投資の内容
支出又は収入の
予定額

資金調達方法又は
取得資金の使途

公 1 田植機 3.430千 円 自己資金
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